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「老」＝W 村の高齢男性（60～70 歳代） 
「女」＝男性の妻（60～70 歳代） 
 
私：	 そうすると、あなたはモンサット（Mong Hsat10）で生まれたのですか？ 
老：	 そうだ。モンサット地方で生まれた。 
私：	 両親もすでにクリスチャンだった？その時に？	  
老：	（両親は）もう死んでしまった。（モンサット）からここに逃れてきて（hpaw la leh11）、
ここで死んだ。	  
私：	 どうしてここに逃れてきたんですか？	  
老：	 ミャンマー国12は国が乱れていて（sho sha ve）、戦争し合っていた（bo da ve）から。	  
私：	 だれが戦争し合っていたのですか？	  
老：	 反乱軍（taw hko）やラフ族が戦っていた、ミャンマー族と。それで住んでいられな
くて、逃げてきたんだ（cheh ma hpeh leh hpaw la ve）。	  
私：	 反乱軍（taw hko）というのは、シャン族のことですか、ラフ族のことですか？	  
老：	 ちがう（ラフ族じゃない）。シャン族のことだ。	  
私：	 ラフ族とシャン族が戦い合っていた？	  
老：	 ラフ族とシャン族も戦っていたことがある。そして（ラフ族とシャン族は）ミャン
マー族とも戦った。でもラフ族はミャンマー族に勝てなかった。	  
私：	 あなたも戦ったことがありまか？兵士をしたことがありますか？	  
老：	 したことない。小さいときから学校に行き（li hen leh）、クリスチャンだったから13。	  
 
私：	 学校に行ったというのは、ミャンマーの学校に行ったんですよね？	  
老：	 そうだ。山の学校で、（村は）先生（sa la）を雇っていたんだよ。その先生がラフ語
を教えてくれ、ミャンマー語を教えてくれた（La Hu li ma la ve, Man li ma la ve）。昔
はね。	  
私：	 ミャンマー語も知っていますか？	  
老：	 もう知らない。昔、使っていたときには知っていた。年をとったので忘れてしまっ
た。	  
私：	 何年勉強しましたか？	  
老：	 学校のことかい？（li hen ve la?）2、3 年ぐらい学校に行ったかなあ（li hen ve heh）。	  
私：	 ラフ語も学び、ミャンマー語も学んだということですか？	  
老：	 そうだ。ラフ語とミャンマー語を学んだ。	  
私：	 ラフ語はどうやって学んだんですか？	  
老：	 文字の発音から教えてくれた14。	  




私：	 ミャンマー語も、ラフ人の先生が教えてくれたのですか？	  
老：	 そうだ。ラフ人の先生だった。ラフ・バラー人16。	  





いうところだ。ラフの国パンワイと言った（La Hu mvuh mi no Pa Vai k’o ve18）。聖書
学校を建てて教えていた、聖書を教えていた（can li ma ve）19。	  
私：	 その先生もそこを卒業したのですか？	  
老：	 その先生もそこ、チェントゥンからやって来た。バラーはあの辺に住んでいる。昔
は、おれたちの地方20にはバラーはいなかった。ラフニの住んでいるところには（バ
ラーは）いなかった。中心（aw hkui pui）と言うよね。	  
 
私：	 あなたはラフニですね。ここ W 村では、ラフニとラフナとどちらが多いですか？	  
老：	 ラフニしかいない。ラフナもいるけどほんの少しだ。バラーはいないんじゃないか
な。	  
私：	 昔は、ラフニのクリスチャンは少なかったんですよね？	  
老：	 ムカー（Meu Hka）というところがある。モンサット地方で昔からクリスチャンだっ
たところだ。それ以外は、「点蝋者」（peh tu pa21）が多い。ラフ22は「異教徒」（law ki23）
が多い。	  
 
私：	 あなたの村は何という名前ですか？	  
老：	 昔のやつかい？	  
私：	 そう、モンサット近くのやつ。何という名前？	  
老：	 ロカナ（law k’a na24）と言った。人が多かった。	  
私：	 メゲー（Meh Keh）じゃなくて？	  
老：	 川の名前はメゲーだ。村のことをそう呼ぶこともある。村の名前はロカナ、山峡の
地で、峡谷に住んでいたので（そういう村名になった）。	  
私：	 何軒あった？	  
老：	 たくさんだ。40、50 軒以上。昔は大きな村だったから。大きな村で、先生を雇って、
（子供たちに）勉強を教えていたんだ。	  
私：	 先生はひとりだけだった？	  
老：	 そう、ひとりだけだった。	  
私：	 先生は牧師もしていた25？	  
老：	 牧師もしていた。日曜日には牧師の仕事をした（bon ma ve）。	  
私：	 その先生は毎日野良仕事をしていたのですか？	  
老：	 月曜日から金曜日までは学校で教えていた。土曜日は教えなかった。日曜日には礼
拝する（bon law ve、礼拝で牧師をつとめるという意味）。そんな感じだった。	  
 
私：	 あなたの両親の職業は？	  
老：	 職業なんてもんはなかった26。野良仕事だけだ。	  
私：	 焼畑をしていたのですか？	  
老：	 農業をしていた。	  
私：	 田んぼはあった？	  
老：	 田んぼはなかった、われわれの時代は。	  
私：	 田んぼはなかった？	  
老：	 なかった。	  
私：	 焼畑だけ？	  
老：	 焼畑･･･木を伐って、畑にしていた。田んぼはしていなかった、昔は。	  
私：	 森が豊かなところに住んでいたんだね？	  
老：	 そう。森の木を伐って、燃やして、耕していた。	  




老：	 あったさ。伐り倒した。	  
私：	 （大木も）伐ったんだよね。	  
老：	 そうだ。伐り倒した。（人力で）斧で伐り倒した。	  




私：	 あなたは兄弟は何人いる？	  
老：	 本当の兄はいない28。死んでしまった。弟が 2 人いる。	  
私：	 2 人だけ？	  
老：	 そうだ。子や孫たちは多いけど。	  
私：	 お兄さんはなぜ死んだんですか？	  
老：	 病気だ。村長だったけど、老いて死んだ。	  
私：	 ミャンマーにいたときに、小さいときに死んだんじゃないね？	  
老：	 違う。年取って死んだんだ。老いて死んだ。	  
 
私：	 モンサット地方はクリスチャンは少ないね？	  
老：	 多くなかった、昔は。今はラフナが多い29。モンサットにもチェントゥンの南の方か
ら（ラフナ）がやって来ている。中国から新しく逃れてきた（suh hpaw ya la ta ve）
人々だそうだ。このタイ国にも、ラフナで新しく逃げてきた（suh hapw ya la ta ve）
人々がたくさんいる。	  
私：	 中国からきた人々は、クリスチャンではないよね？	  
老：	 クリスチャンもいるし、そうでない者もいる。 
私：	 ラフナでクリスチャンでない人もいるということ？	  
老：	 いる。（でも、）クリスチャンになっている者も多い、中国でも。	  
私：	 今は多いですよね。	  
老：	 昔はいなかった。 
私：	 中国には行ったことはないですか？	  
老：	 行く人は多いけど、おれは行ったことがない。	  
 
私：	 そうすると、何年にあなたはここに移ってきた？	  
老：	 えーと、ずっと前だね。この村も 50 年以上になるから。	  
私：	 村を作ったときに来たのですか？あなたは誰と一緒に来たんですか？	  
老：	 村ごとやって来たんだ（hpaw la ve）。向こうに住んでいた村、10、20 軒ぐらいまと
まってやって来た（hpaw la ve）。	  
私：	 村 10、20 軒！大きな集団ですね。	  
老：	 そう。大集団でこうしてやって来た（hpaw la ve）。	  
私：	 リーダーは誰だったんですか？	  
老：	 リーダーは死んだと言ったとおりだ。リーダーはおれの兄でジャラ村長といった。	  
私：	 12 村でやって来たのは全員ラフニだった？30	  
老：	 全員ラフニだった。	  
私：	 全員クリスチャンだった？	  
老：	 全員クリスチャンだった。	  
私：	 ここに来たのは、歩いてきたのですか？	  
老：	 昔は（どこに行くのでも）歩いたもんだった。	  
私：	 何日かかった？	  




私：	 どこに泊まったんですか？	  
老：	 妻や子供たちを連れて、米を担いで、道ばたで寝た。そうやって歩いてきた。	  
私：	 道ばたで寝た？	  
老：	 そう。道ばたで。	  
私：	 人の家はなかったんですか？	  
老：	 なかった。道ばたで寝て、水があるところだとご飯を炊いて、大荷物を担いでやっ
て来た。	  
私：	 遠かった？	  
老：	 遠かったよ。	  
私：	 牛や水牛も連れてきたんですか？	  
老：	 連れてこなかった。遠くて連れてこられない。	  
 
私：	 ジャラが村長でしたよね？	  
老：	 そうだ。	  
私：	 （他に寄らずに）まっすぐここに来たんですか？	  
老：	 あそこのサントンドゥの方にも、焼畑を燃やした後の時期に来た。4 月に焼畑を拓く
時間はなかった。そして正月祭を過ごした後に、ここにやって来た。	  
私：	 4 月にやって来た？	  
老：	 そう。あそこにしばらくいてから、ここにやって来た。	  
私：	 正月にここに着いたのですか？	  
老：	 向こうで正月祭を過ごした後で、ここに来たんだ。	  
私：	 サントンドゥには何年いたんですか？	  
老：	 住んだことはない。昔サントンドゥには一族の者が住んでいた。大きな村だった。
飛行機も降りた。タイの飛行機だ31。	  
私：	 サントンドゥはラフニ村ですか？	  
老：	 ラフニだ。おれたちは一族だ（aw vi aw nyi yo）。	  







私：	 正月祭は 1 月ですよね？	  
老：	 12 月に正月をやって、新年に入って、ここにやって来た32。1 月に。	  
 
私：	 なぜここに村を作ったのですか？	  
老：	 ここには田んぼをやる場所があったんで、やって来たんだ。	  
私：	 人は住んでいなかった？昔は？	  
老：	 昔は人は住んでいなかった、人はいなかった。	  
私：	 シャン人もいなかった？昔は？	  
老：	 いなかった。向こうのバーンマイ村33あたりには（シャン人は）いたけど。向こうに
カレン人が少し住んでいただけだった。この辺の田んぼ用地には人は住んでいなか
った。荒れ地だった（heh pui k’aw yo）。	  
私：	 それで、荒れ地を拓いたんですか？	  
老：	 荒れ地を拓いて、村を作って、住み始めた。	  




老：	 今では、各自少しずつ田んぼをもてるようになっている。	  
私：	 当時、ここにやって来たときには、田んぼはなかったんですよね？	  
老：	 そう、なかった。各自が自分の田んぼを拓いて、耕して生活したんだ。	  
私：	 焼畑はしなかった？その当時は？	  
老：	 したよ、焼畑もやった。田んぼも少しばかりやっていた。今では焼畑ができなくな
ったんで、田んぼだけやって暮らしている。	  
私：	 田んぼだけしかないのですか。	  
老：	 田んぼは各自少しだけある。子供も多いから（子供たちに田んぼを分配して各地の
分は小さくなった）。	  
私：	 どうして焼畑はないのですか？	  
老：	 森の木を伐ることができないから、焼畑はもうやれない、今では34。	  
私：	 禁止されているのですか？	  
老：	 木を伐ると逮捕される。	  
 
私：	 ここに来たときには、何軒で来たのですか？	  
老：	 12 軒だったか、忘れたよ。ずっと昔だから覚えていない。遠くの山の高いところ（hk’aw 
hk’o）に住んでいた。こっちの低いところには学校があった。	  




私：	 ここには 12 軒でやってきて、それから他の家もやって来たんですよね？	  
老：	 後でやってきた。	  
私：	 少しずつ人が増えていった？	  
老：	 学校があったんで、人が移って来たんだ。	  
私：	 当時は山の高いところに住んでいたのですか？この村には住んでいずに、森に住ん
でいたんですか？	  





私：	 だれがそう言ったのですか？	  
老：	 王様の妻の兄弟でモムチャオ36という人だよ。高地には住むな、気にくわない（ma daw 
caw ve）と言ったんだ。下のここの学校があるところに来て住めと言ったんだ。	  
私：	 そうすると昔は、あちこちに小さな村を作って住んでいたんですか？	  
老：	 小さな村だ。昔はまだ人も少なかった。学校が出来て人も多くなった。人が多くな
って、向こうにももう一つ村が出来た。	  
私：	 あっちの新 W 村37ですか？	  
老：	 そう。新 W 村もできた。ここの住人から分かれたものだ。	  
私：	 新 W 村には学校がありますか？	  
老：	 ない。向こうのメーサラックには学校がある。ここの子供もメーサラック村の学校
に通っている。	  
私：	 今は学校はないのですか？	  






私：	 タイ国は住みやすいですか？	  
老：	 タイ国は楽しいよ。何も（嫌なことは）しなくてよくて、おれたちは農業だけをや




私：	 ポーターをさせられる？	  
老：	 そう。戦争があると（村人は）ポーターをさせられる。それで住んでられない。戦
争になると生きてられない。･･･	  




私：	 あなたがタイ国に来たのは何歳の時ですか？	  
老：	 あの頃は、3、40 か 50 歳にはなっていなかったんじゃないかな。40 歳ちょっとだっ
たんじゃないかな。その頃、うちの小さな子（の背）がこれくらいしかなかったか
ら。	  
私：	 小さな子も一緒に来たんだね。	  





私：	 （国境を）行ったり来たりも簡単だったんですね。	  
老：	 当時は、行ったり来たりも簡単だった。今はもうだめだけ。難しくなった（sho sha a）。
行ったり来たりも、昔は簡単だった（ma sho sha）。タイ国も昔は楽しかった（cheh pyaw 
a）。今じゃ面倒になって（sho sha o）、行ったり来たりも難しくなった。 
 
私：	 あなたはミャンマーで結婚したのですか？	  
老：	 そうだ。ミャンマーにいたときに結婚した。	  
私：	 何歳の時に結婚したんですか？	  
老：	 数えてみると、まだ 20 歳にならないときだったか、分からない。向こうに住んでい
たときだった。	  
私：	 ミャンマーには帰りたくない？	  
老：	 ちょっと遊びに行ったことはある。でも戻りたいとは思わない。	  
私：	 どこに行ったのですか？	  
老：	 メーサイから北上した。メーサイ、タチレック38のところからミャンマー人と一緒に
39北上した。向こうに一族の者（aw vi aw nyi）がいれば、行きやすい。向こうの親戚
が受入保証してくれれば、問題ない。	  
私：	 モンサットには行かないのですか？	  
老：	 おれは行ったことはない。行ったことがある人はいる。自分はここに来てからは（hpaw 
la ka）、一度も行ったことはない。	  
私：	 （モンサットに）親戚はいないのですか？	  
老：	 いない。皆（タイに）やって来ている（hpaw la o ve）。	  
私：	 じゃあ、行かなくてもいいですね。	  





私：	 あなたはここに来てから、タイの学校へ行きましたか40？	  
老：	 自分はもう年寄だったから、行ってない。	  
私：	 ラフ文字は知っていますよね？	  
老：	 ラフ文字は昔むこうで勉強したので、知っている。	  
私：	 ここに来たとき、ここにもう牧師（sa la）はいましたか？ 
老：	 ここに来たとき、移ってきたときは（hpaw la hta）いたけど、別れてしまい41、（牧師
は）いなくなった。（ここにはもう住まない、）父母のいるところに行く、とその牧
師も言ったので。	  
私：	 （その牧師は）ミャンマーに帰ったのですか？	  
老：	 違う。牧師の両親もタイ国に移ってきていた（hpaw la ta ve）。両親のところに戻ると
言って、おれらのところの牧師を辞めてしまったんだ。	  
私：	 （その牧師は）何という村に行ったのですか？	  
老：	 自分も行ったことがないので（よく知らない）が、ノーパーというところ、ラフシ・
バラー42の住んでいるところだそうだ。自分も行ったことがない。	  
私：	 それじゃあ、その牧師が去ってからは、牧師はいなくなったのですか？	  
老：	 いなくなった。その後は、年寄のラフ人の Da Vi43先生を一年養い44、ジャプ45先生も
（牧師を）つとめ、自分の親戚の A Da46先生も牧師をつとめた。	  
私：	 A Da 先生はもうここにいないのですか？	  
老：	 いる。あの下の方の家だ。A Da 先生を知っているのか？	  





生徒たちを）支援することが出来ないのだ。支援者がいないので（chaw ga pa ma caw 
leh）。	  
 
私：	 あなたにもふたり子供がいるんですよね？	  
老：	 おれの子供？ 6 人いるよ。	  
私：	 （生まれた子は）ひとりも死ななかった？	  
老：	 死んだ子はいない。子供のひとりは牧師（sa la）をしている。村長グループの教会で。
（この村には）3 つグループがあって、教会も３つあるんだ。ジャプ先生のがひとつ、
村長のがひとつ、Re Beh48先生のがひとつ。	  
私：	 牧師をしているあなたの子供は何という名前ですか？	  
老：	 I Saw という名前だ。	  
私：	 I Saw 先生ですか？	  
老：	 そうだ。昔の人物の名前をつけた。	  
私：	 他の子供はどんな仕事をしていますか？	  
老：	 他の子供は農業をしている（meu ca ve）。牧師をしているのは I Saw だけだ。その教
会グループが牧師に選んだんだ。	  
私：	 あなたの子供は、この村にもふたり住んでいるんですよね？ 
老：	 この村に住んでいる子供のことかい？	  
私：	 そうです。	  
老：	 ここに住んでいるのは、息子ふたりと娘ふたりだ。ひとりは遠くに働きに行ってい
る（kan te ca e ve）。もうひとりはあっちのメーサラックの下の方の村で、バラーと
結婚して住んでいる。	  




老：	 そうだ。向こうに住んでいる。	  
私：	 子供や孫は多いですか？	  
老：	 子供も孫もいるよ。	  
女：	 孫は結婚していない。遠くのバンコク近くで働いている（kan te ca cheh aw）。孫だ。
まだ結婚していない、年頃の娘だ（ya mi ha）。学校も出た（priya yu o ve）49。	  
老：	 遠くの、タイ国のチョンブリというところで、子供のひとりが働いている（kan ca ca 
cheh ve）。孫だ。去年、韓国にも行った。だけど長くいられなかった。ここでパスポ
ートを作って行った（passapaw te leh k’ai leh）けど、警察に見つかって捕まり、送還
されてきた。それで（韓国には）いられなかった。本当は韓国で働いて稼ぎたかっ
たんだ。	  




私：	 チョンブリでどんな仕事をしているのですか？	  
老：	 そこのタイ人のところで雇われて働いているんだ（Htai chaw geh kan ca ca cheh ve）。
チョンブリというところ、タイ国の。こないだ正月には帰ってきた。	  
私：	 バンコクの近くですね。チョンブリに行く人は多いのですか？	  
老：	 一族にはひとりかふたりだけだと思う。（チョンブリには）働きに行くのだ（kan ca ca 











集団」aw mo lon で、米を担ぎながら、タイまで 6 日間かけて歩いてやって来た。 
















能力をもち、それだけで生活を支えるのには足りないが、牧師は「月給を食べる者」ha pa hpu 
ca pa である。男性の子供のひとりも牧師として生活している。 
	 このような内容をもつラフ族男性のライフ・ストーリーから、ラフ族住民の世界観や認
識について、より個別にどのようなことが分かるだろうか。 
	 男性のライフ・ストーリーに登場する「国」mvuh mi は、「中国」Heh Pa mvuh mi、「ミャ
ンマー国」Man mvuh mi、「タイ国」Htai mvuh mi、「韓国」Kao Li mvuh mi である。そのう
ち男性の生活経験に近いものは「ミャンマー国」と「タイ国」である。 
	 この男性と同様に、他のラフ族住民たちも、ミャンマーでの「戦争」baw da ve を逃れて、
着の身着のままにタイへやって来た50。その際に頼ったのは、タイに住んでいた「一族の者」

















































うに読者に提示すべきかという問題については検討していない。Turner と Bruner 編集の『経


























































14 ラフ語読み書きの基礎から教えてくれたということ。K, Hk, Ng という子音に母音 a をつけて、「Ka, 
Hka, Nga」と発音練習するのが、バプテスト教会のラフ語教室で初めに教えられることである。 
15 文字通りには「白人の文字」。通常、英語を指す。 
16 ラフ・バラー（La Hu Bala）は、ラフの下位集団のひとつ。後出のように、「ラフシ・バラー」（黄ラ
フ集団内のバラー）と呼ばれることもある。 
17 チェントゥン近くの、バプテスト派ラフ教会の中心があった場所。 








23 キリスト教徒が非キリスト教徒を、軽蔑を込めてよぶ言葉。英語の pagan に近い。 
24 「峡谷」という意味の村名である。 




26 Te chi kan ma te hpeh は「少しも仕事は出来なかった」という言い方だが、農業以外の、特別な技能
を要する仕事はできなかった、という意味である。 





30 老人が「10、20 軒でやって来た」と言ったのを、私は「12 村」と聞き違えている。 
31 どのような飛行機か不明。軍用機か。 
32 キリスト教徒ラフ族は、西暦に従い、1 月 1 日を正月日としている。しかし正月祭は、「旧年」（hk’aw 
pi）と呼ばれる 12 月 30、31 日に始まると捉える住民も多い。老人のここでの発言は「旧年」を「正
月祭」に入れた表現となっている。 
33 バーンマイ・モックジャム村 ban mai mok cam。 
34 タイ政府は新規の焼畑耕作を禁止している。 
35 故プミポン国王（ラーマ九世）のこと。 
36 モムチャオ momcao はタイの王室関係者に対する敬称のひとつ。 




40 Htai li hen la?（タイ文字を／で勉強しましたか？）という言い方。翻訳は難しいが、「タイ語で教え
るタイの学校に行ったか？」という意味になる。 
41 何か意見の違いやいさかいで協力し合うことをやめたということである。 








ら金品を拠出して、「牧師を養う」sa la hu ve ことが多い。 
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Experience of Trans-border Movement 
The life story of a Lahu elderly man in Northern Thailand 
 
Yoichi NISHIMOTO† 




This paper describes the life story of a Lahu elderly man in Northern Thailand and studies how such 
abstract ideas as nation-state, national border, and citizenship are perceived by Christian Lahu 
people living in Northern Thailand. The Lahu people, now found in Myanmar’s Shan States and 
Northern Thailand, are one of the highland dwelling ethnic minorities and had historically high 
mobility due to their swidden cultivation, the pressures of expanded governmental controls, and 
prolonged ethnic wars in Myanmar. This Lahu elder’s life story reveals a Christian Lahu conception 
that the world is not comprised of different nation-states but of diverse power circles of lowland 
peoples in which the Lahu are not citizens of a nation-state but a weak and subordinated group in 
the ethnic power relations. 
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